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１．平山美奈子、中山理子、鵜殿雅子：Ｑスイッチ付ルビーレーザーの治療経験、国立病院長崎医療センター医学雑誌、

６：26-29、2003

２ 宿輪哲生、陳 文雅、山口耕一、岩崎啓介：アロプリノールによる hypersensitivity syndromeの１例、佐世保市立

総合病院紀要、28：2002

３．片山一朗：指定演題 ３．ストレスによるアトピー性皮膚炎の増悪機序の検討、第12回国際痒みシンポジウム記録

集、㈱メディカルジャーナル社、pp48-52、2003

４．竹中 基、片山一朗：Erythrokeratodermia with ataxiaと えられた１例、第18回角化症研究会記録集［2003年

８月９日、東京商工会議所］、中外製薬（東京）発行、pp100-103、2003

５ 片山一朗：ストレス刺激による皮膚構成細胞からのサブスタンスＰ産生、第５回サブスタンスＰ研究会記録集［2002

年11月30日、横浜ロイヤルパークホテル］、主催：日本オルガノン㈱、pp5-6、2003

６ 片山一朗、清水和宏、小川文秀：油症患者における血中Mn-superoxide dismutase濃度の検討、平成13年度油症研

究報告集（長崎県油症研究班）、p5-7、2002

７．片山一朗、清水和宏、小川文秀：油症患者における皮丘・皮野面積の検討、平成13年度油症研究報告集（長崎県油

症研究班）、p8-10、2002

８ 片山一朗、清水和宏、小川文秀：油症患者における尿中 8-isoprostaneの検討、平成14年度厚生労働科学研究費補助

金 食品・化学物質安全総合研究事業「熱媒体の人体影響とその治療法に関する研究」平成13・14年度総合研究報

告書／平成14年度総括・分担研究報告書、主任研究者：古江増隆、p50-51、2003

９ 片山一朗、清水和宏、小川文秀：油症患者血中 natural killer細胞活性の検討、平成14年度厚生労働科学研究費補助

金 食品・化学物質安全総合研究事業「熱媒体の人体影響とその治療法に関する研究」平成13・14年度総合研究報

告書／平成14年度総括・分担研究報告書、主任研究者：古江増隆、p52-53、2003

10．清水和宏：Photodynamic therapy（光力学的治療）の皮膚疾患への応用、平成15年度日本皮膚科学会西部支部主催

生涯教育セミナー［平成15年４月21日長崎大学ポンペ会館］抄録集、p７、2003

11．濱崎洋一郎：膠原病の診療と治療－皮膚科医の役割と病診連携、平成15年度日本皮膚科学会西部支部主催生涯教育

セミナー［平成15年４月21日長崎大学ポンペ会館］抄録集、p11、2003

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2003 10 0 0 1 11 9 21 24 22 11 78 89

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2003 0 0 9 9 0 9 136 145 154
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原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2003 0.124 1.571 0.818 1.286

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2003 23.6 3.371 2.622
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